
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
史
は
国
に
よ
っ
て
、
そ
の
開
幕
の
時
期
や
様

子
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
近
代
化
と
い
っ
て
も
、
政
治
上
、
経
済
上
、
文
化
上
と
各
方

面
に
ま
た
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
、
国
民
の
生
活
と
深
く
結

び
つ
い
て
い
る
た
め
に
そ
の
発
現
の
様
子
や
周
囲
と
の
摩
擦
に
特
色

が
見
ら
れ
る
。

文
化
史
上
に
例
を
と
る
な
ら
ば
、
近
代
化
に
努
力
し
な
が
ら
、
な

か
な
か
成
功
し
な
か
っ
た
よ
い
例
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
化
闘
争

涙
巨
冒
曙
尻
四
日
頁
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
鉄
血
宰
相
と
称
さ
れ
た
ビ

ス
マ
ル
ク
（
一
八
一
五
’
九
八
）
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
、
強
大
な
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
の
抵
抗
に
あ
っ
て
、
政
教
の
分
離
に
失
敗
し
て
い
る
。

こ
れ
よ
り
も
早
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
国
王
ヘ
ン
リ
ー
八
世
（
一

四
九
一
’
一
五
四
七
）
の
手
に
よ
る
近
代
化
の
努
力
が
注
目
さ
れ
る
。

一
五
三
四
年
に
は
じ
ま
る
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
改
革
の
成
果
で
あ

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
病
院
の
近
代
化

小
沢
吉
見

る
。
ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
首
長
令
を
出
し
て
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
か
ら
分
離
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
を
創
立
し
た
。

修
道
院
を
解
散
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
化
に
着
手
し
た
。
こ
の

中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
長
年
、
修
道
院
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
病

院
の
経
営
が
国
王
の
手
に
よ
っ
て
近
代
化
に
向
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

病
院
と
い
っ
て
も
ど
目
昏
。
畠
命
ゞ
国
。
こ
い
。
呈
国
ｑ
の
伝
統
を
も

っ
た
宗
教
色
を
排
除
す
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
。
宗
教
色
の
濃
い

。
胃
①
よ
り
も
合
理
的
な
ｏ
員
①
に
重
点
を
お
く
近
代
的
な
病
院
へ

の
脱
皮
は
こ
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
手
に
よ
っ
て
断
乎
と
し
て
行
わ
れ

た
宗
教
改
革
、
修
道
院
の
解
散
、
そ
の
財
産
の
没
収
の
成
果
の
中
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
大
革
命
（
一
七
八
九
年
）
下
の
共
和
制
の
も
と
て

近
代
化
へ
の
歩
桑
を
踏
み
出
し
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
は
早
く
も
十
六

世
紀
に
成
功
し
た
こ
と
は
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
下
し
た
鉄
槌
の
お
蔭
で

あ
る
。
こ
こ
に
閃
昌
巳
国
○
管
区
が
登
場
す
る
。

（
名
古
屋
衛
生
技
術
短
大
）
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